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被差別部落に混住する在日コリアンのエスニシティ
――大阪府堺市の事例から――
宮 下 良 子*
Dynamics of the Ethnicity of the Zainichi Koreans Living in a Hisabetsu-




This paper explores the dynamics of ethnicity of the Zainichi Koreans living with the Japanese 
in a Hisabetsu-buraku, or “discriminated district”, in Sakai, Osaka prefecture, Japan. Here, the 
term “Zainichi Koreans” refers to the Koreans who or whose ancestors migrated from the Korean 
Peninsula to Japan before or during the Second World War; and who, concurrently, maintain their 
identity as Koreans. Sakai is an administrative city located in the southern industrial suburbs of a 
metropolitan region of Osaka.
Both the Zainichi Koreans and the Hisabetsu-buraku people have long suffered severe 
discrimination and prejudice in Japan. A number of sociological, historical, and other academic 
studies has so far addressed the issues of ethnicity or identity of these marginalized communities. 
However, the scholars have paid less attention to the dynamics of their identity (re)formation which 
may have historically occurred in the process of daily interactions between these two communities.
Reviewing these earlier studies, the present paper aims to 1) depict the daily lives and social 
spaces constructed by the Zainichi Koreans who live side by side with the Japanese Hisabetsu-
buraku people in A town, Sakai; and 2) examine the dynamic (re)formation of ethnicity of the 
second-generation Zainichi Koreans in this town. The study is mainly based on the interviews I 
conducted from 2006 through 2011 with the Zainichi Koreans and the Hisabetsu-buraku people in A 
town.
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同で新たに造り上げていると言及した［宮下 2005: 80-81］。さらに，1980 年代以降に来日
しているコリアン・ニューカマーたちの宗教者たちは，日韓を往復するトランスナショナル
なライフスタイルをもち，在日コリアン寺院 6) のネットワークに入り込んで活動し，その中
で自分の主体性やアイデンティティを形成しているとも論じた［宮下 2012a, 2012b, 2015a, 










2005 年 2 月に大阪府南河内郡美原町が堺市に編入合併となり，2006 年 4 月 1 日から堺市
は全国で 15 番目の政令指定都市となった。堺市は区制（堺区，中区，東区，西区，南区，北区，




















転先が A 町であった。堺市では 1935 年，大阪府社会課内の内鮮協和会と連携して，A 町の





























表 1　岸和田紡績，工場別朝鮮人職工調査（1924 年 3 月現在）
寄宿 通勤 計
男 女 男 女 男 女
堺分工場 ― 96 2 ― 2 96
本社工場 ― 181 11 18 11 199
野村工場 ― 198 8 15 8 212
春木工場 80 40 39 40 219
　計 555 61 72 61 726
出典 : 金［1982:48］をもとに筆者作成（堺分工場のみ太枠を設定）。
原典は，朝鮮総督府『阪神・京浜地方の朝鮮人労働者』（1924 年）。
表１によると，1924 年 3 月現在の朝鮮人男工 61 人，女工 726 人の合計は 787 人である。
8) 造り酒屋であった寺田甚与茂が1890年に創立。寺田はその他にも第五十一銀行，南海電鉄などの設立，
経営にも関わっている。岸和田紡績は泉州最大の紡績会社として，堺，野村，春木に工場を所有して
いたが，1941 年 2 月，大日本紡績（ニチボー）と合併した。
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同年の四工場の全職工数は 6,201 人，男工 1,388 人，女工 4,813 人［金 1982: 48］なので，
この人数のうち朝鮮人労働者の占める割合は，12.69％で，男工は 4.39％，女工は 15.08％と
なる。さらに，金によると，1929 年 4 月号の『大大阪』の記事においては，1928 年の岸和
田紡績の堺分工場を除く三工場では 825 人の朝鮮人職工が働いているとのことで，全体総数
4,094 人に対する朝鮮人職工の比率は 20.15％になる［金 1982: 48］9)。この数字から，1941
年の大日本紡績との合併時までは少なくとも増加は続いていたと予想される［金 1982: 48-
49］。また，表 1 からも分かるように，堺分工場 10) にも低賃金の劣悪な環境で働くことを余儀
なくされていた多くの朝鮮人女工たちが住み込みで働いていた 11)。そのような工場の寄宿舎に
住み込むのは比較的若い女工であり，既婚者などは「家を借りる金ないから，玉ねぎ小屋で
寝泊まりしてた」という証言 12) や，実際にかつて堺市の石津紡績 13) で働いていたという 80
歳代の女性が，現在，A 町に住んでいることから，一般の住宅に住めない朝鮮人の紡績工場
労働者たちが流入してきた可能性もあるのではないかと推測する。その事実もさることなが






10) 前身は堺紡績所。1870 年に建設された日本で 2 番目の機械紡績工場である。1877 年には明治天皇が
関西行幸の時に視察しているが，その後，1903 年に岸和田紡績に買収・合併され，1933 年に取り壊
された。







14) 1892 年創立の泉州地方最大の紡績会社である岸和田紡績は，1918 年より朝鮮人女工を雇用した。全
工場労働者約 6,000 名中，約 20% が朝鮮人であった。1922，23 年，朝鮮人女工争議が発生，1929
年 8 月 6 日，本社工場朝鮮人女工約 200 名がストライキを実行する。1930 年，賃金大幅値下げ，外





釜ヶ崎の日雇い労働者（日本人約 40 人，朝鮮人約 20 人）までを動員している［金 1982: 195］。そ
して，同年 6 月 13 日までの 42 日間に 200 名が検挙され労働者側は敗北する。女工 100 名中，半数
は朝鮮人であり，数少ない日朝共同闘争である［松下 1980］。
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1　在日コリアンの人口動態
1905 年から 1945 年までの朝鮮人の全国人口および在阪朝鮮人の人口数をもとに，データ
に限りはあるが，堺市 A 町の朝鮮人の人口をまとめたものが表 2 である。
同様に，外村による 1933 年の「大阪府調査の『朝鮮人密集地域』と朝鮮人戸数，人口数」
の統計 15) があるが，堺市 B 町には 52 戸 235 人，同市 C 町には 38 戸 207 人，D 町には 100
戸 592 人，E 町には 98 戸 407 人，A 町には 231 戸 1,100 人，F 町には 38 戸 164 人，計 2,705
人ということで，大阪市に隣接する堺市における在日コリアン密集地が確認されている。し
たがって，D 町，A 町などは 100 戸以上の在日コリアンが居住していたことから，集住地を
形成していたということがわかる［外村 2004: 131］。
そして，第二次世界大戦後，1960 年当時，堺市内の同和地区の世帯数および人口は，1,240
世帯， 5,099 人であったのが，1970 年には 1,717 世帯， 6,182 人［山路 1996a: 861］，1973
年には，2,063 世帯，6,840 人［山路 1996b: 989］と増加している。その中でも 1973 年の A





しかし，その後の時間の推移とともに，2008 年 1 月末の A 町の世帯・人口数は 1,832 世
帯 3,843 人（男性 1,766 人，女性 2,077 人），2008 年 10 月末では 1,837 世帯 3,818 人（男
性 1,755 人，女性 2,063 人），2010 年 2 月末時点では 1,803 世帯 3,697 人（男性 1,682 人，
女性 2,015 人）と減少傾向にある（舳松人権歴史館への聞き取り，2010 年 2 月末現在）。そ
して，2018 年 2 月末の同地区の世帯数は 1,638，人口数は 3,017 人（男性 1,341 人，女性 1,676
人）であるが，同地区の在日コリアンは同年 3 月 12 日現在では 110 人である（堺市役所市


















鮮人人口> 備　考男 女 合計
1905（明治 38） 303 7 0 7 2.3 1,111
1906（明治 39）       254       5       0       5  1.9
1907（明治 40）       459       4       1       5  1.1
1908（明治 41）       459       4       1       5  1.1
1909（明治 42）       790       
1910（明治 43）      2,246 　※ 206 　　　　 < 韓国併合 >
1911（明治 44）      2,527 　※ 232  
1912（大正 1）      3,171     246       2     248  7.8
1913（大正 2）      3,635     314      24     338  9.2
1914（大正 3）      3,542     212       4     216  6.1
1915（大正 4）      3,917     397       2     399 10.2
1916（大正 5）     5,624   　749      13     762 13.5
1917（大正 6）    14,502   2,030     205   2,235 15.4
1918（大正 7）    22,411   3,052     245   3,297 14.7
1919（大正 8）    26,605   3,538     424   3,962 14.8
1920（大正 9）    30,189 14.8
1920（大正 9）    40,755   3,876     618   4,492 11.0
1921（大正 10）    38,651   6,168   1,253   7,421 19.2
1922（大正 11）    59,722  11,237   2,100  13,337 22.3
1923（大正 12）    80,415  19,549   4,086  23,635 29.4
1924（大正 13）   118,152  30,102   6,944  37,046 31.4
1925（大正 14）   129,870  25,759   6,605  31,860 24.5
1926（昭和 1）   143,798  26,994   8,235  35,229 24.4
1927（昭和 2）   165,286  31,259   9,701  40,960 24.7
1928（昭和 3）   238,102  40,187  15,022  55,209 23.2
1929（昭和 4）   275,206  48,510  19,462  67,972 24.6 2,000
1930（昭和 5）   419,009  56,230  24,322  80,552 19.2 3,000
1931（昭和 6）   311,247  58,089  27,478  85,567 27.5
1932（昭和 7）   390,543  77,517  40,949 118,466 30.3
1933（昭和 8）   456,217  91,587  48,690 140,277 30.7
1934（昭和 9）   537,695 106,524  64,636 171,160 31.8
1935（昭和 10）   625,678 121,400  80,911 202,311 32.3 3,033 881 戸
1936（昭和 11）   690,501 133,806  90,943 224,749 32.5







1938（昭和 13）   799,878 139,357 102,262 241,619 30.2
1939（昭和 14）   961,591 157,862 116,907 274,469 28.6
1940（昭和 15）  1,241,315 179,911 132,358 312,269 25.1
1941（昭和 16）  1,469,230 225,077 175,579 400,656 27.3   1,188 224 戸 < 太平洋戦争 >
1942（昭和 17）  1,625,054 231,149 181,599 412,748 25.4 < 朝鮮人徴兵制 >
1943（昭和 18）  1,882,456 201,556 193,824 395,380 21.0
1944（昭和 19）  1,936,843 115,137 206,347 321,484 16.5




















対する差別意識が植え込まれることとなった［庄谷・中山 1991: 65］。しかし，A 町に在日
コリアンが多く居住しているのは，日本社会の中で差別的な職種を選択するしかなく，低所
得でも生活しやすい場所であったからだと考えられる。先述の A 町における在日コリアンの



































た 19)。堺市の朝連堺支部は 1945 年 11 月 10 日に結成され，東，西，南，北，中南，中北の 6
分会を設置し，その中の南分会が現在の A 町にあたる。同年 11 月から堺市各地域に朝鮮学
校の前身である「国語講習所」が開設され民族教育が始まるが，1946 年には堺朝鮮第一（七
条通東町），第二（蔵前町），第三（賑町）学校が設立された。そして，1948 年に 3 校を統合
し，朝聯堺朝鮮初等学院として堺市甲斐之町に児童数 160 名を擁する朝鮮学校が開校される
こととなるが，翌年の朝鮮学校閉鎖令 20) により同校は閉鎖される。しかし，1959 年には校名
19) 堺市文化観光局国際部国際課が発行した『堺市国際化推進プラン』（2013 年）の堺市内民間国際交流
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A 町の解放同盟堺支部関係者の話によると，同支部が再建されたのは 1969 年で，1980 年






「在日本大韓民国民団」の母体は，1945 年 11 月に「朝鮮建国促進青年同盟」として創設さ
れ，翌年 1 月には「新朝鮮建設同盟」を結成した。この 2 団体が基盤となり，1946 年 10 月
に「在日本朝鮮居留民団」を設立したが，その後，1994 年に「居留」の文字を削除し，現在
の名称に至っている（略称「民団」）。大阪府地方本部は 1947 年，民団堺支部 23) は 1949 年
1950 年半ばから朝鮮学校は再建されるが，分校あるいは日本学校の中の朝鮮学級としての位置づけ











10 月 8 日に結成された。『民団大阪 40 年史』によると，先述した総連堺支部が GHQ によっ
て解散させられたことで，民団堺支部は総連堺支部が設置していた 6 分会の中の南分会であ









祭り」は 1974 年に第 1 回が開催され，1976 年の第 3 回から民団堺支部は農楽隊，扇の舞の
披露という形で参加している（1984 年からは朝鮮通信使パレード）。そして，民団堺支部の
































同盟西成支部同様，2014 年に独自の土地を A 町に購入し，事務所を設立しており 25)，その中
のサロン棟でこども食堂を月 1 回実施している。その活動の一環として，民団堺支部と協力







代化の流れとともに整理してきた。その後，日本における部落解放運動は 1965 年 8 月に国
の同和対策審議会答申を経て，1969 年 7 月に制定された同和対策事業特別措置法として結実
した。1979 年度，1982 年度，1987 年度，1992 年度，1997 年度にそれぞれ一部改正，延長
して 2002 年度には終了となったが，堺市は 1971 年 8 月から，同和対策長期基本計画に基づ
いた環境整備等を推進しており，1975 年には，地区に隣接していたダイキン工業が移転した
跡地に住宅地区改良事業として，住宅建設に着手するなど，同和地区の住環境の改善が図ら
24) 2015 年 2 月 5 日の朝日新聞によると，東京都調布市にある「青少年の居場所キートス」が開設され
たのは 2010 年，大田区の「気まぐれ八百屋だんだん」は 2012 年，豊島区の「要町あさやけ子ども食堂」
は 2013 年である。料金は１食，子どもは無料～ 300 円，大人は 200 円～ 500 円［朝日新聞 2015］。
















1929 年生まれの 90 歳の女性。両親は忠清北道出身。父は 1891 年，母は 1892 年生まれで
ある。B さんの父方の実家に日本人の憲兵がよく来ていて，そのうちに無理やり B さんの父
を日本へ連れていったという。母が日本で探しまわったら，大阪の安治川の築港で石炭の陸
揚げの人夫をしていたらしい。1926 年頃，三軒長屋（大阪市港区築港）の真ん中を借りて両
親ときょうだい 3 人が暮らし，B さんと弟が生まれる。B さんが小学校を卒業した 1941 年
頃，母が病死し，その後，父が仕事中に事故で足を切断してしまう。B さんは小学校を卒業
後，軍需工場で働き，家で寝たきりの父の面倒をみていた。戦時中に家が焼かれたとき，B
さんが父に布団をかぶせ，背負って，福井県に疎開したという。17 歳のときに 37 歳の男性
と結婚するが 1 年後離婚し，大阪市生野区でヘップサンダル（踵部分にベルトがないサンダル）
製造の仕事を経て，堺市 A 町の在日コリアン男性と再婚する。夫には中学生と小学生の 3 人
の子どもたちがおり，その先妻がまだ同町に住んでいるという複雑な状況の中で，子どもた
ちを育て上げた。
A 町に移り住んでから B さんは部落解放運動にも参加している。各参加者は，河内長野，
和歌山，A 町の三ヵ所に集まり，深夜バスで東京まで行き，旅館に泊まって，朝の 8 時くら
いに皆で国会議事堂を取り囲みデモ 26) をしたという。B さんが参加する以前は国会議事堂へ
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C さん
1937 年生まれの 82 歳の女性。両親は慶尚南道出身。父が韓国の田畑を売って兄と姉を連
れて 1935 年頃に来日し，それを追って母も来日する。C さんと弟，妹は A 町で生まれる。
その後，大阪で父がセーターを編む仕事をしており，生活は良かったが支那事変（日中戦争）
が勃発し，原料の輸入が止まったことで会社が潰れた。1942 年頃の A 町には民団の前身の





さんが 1974 年，37 歳頃のときに高層の団地に入った。子どもは 5 人生まれたが，4 人目ま
では A 町内の保育所には入所できず，堺市内の幼稚園に入園させた。その後，今度はまた子
どもたちが「朝鮮人」ということで差別を受けたという。
1983 年に C さん家族は A 町を出て，別の場所に家を建て住んでいたが，紆余曲折を経て，
2018 年 3 月 24 日に A 町に転居している。
D さん
1946 年生まれの 73 歳の女性。両親は全羅南道出身で父が 1920 年，母は，1928 年生まれ。
母が 3 歳のときに来日し，堺市 A 町で小学校に入学する。戦前，下関に来日した父と 21 歳
のときに結婚し，お金を貯めて大阪市西成区に工場を建てたが，戦火で焼けてしまい，下関
に帰る途中の島根に疎開する。1952 年，父は都会の暮らしにあこがれて島根の田畑も売り，





やおかずを買って生活をした。そのような生活の中で D さんと弟は給食費も払えず，D さん
は栄養失調で倒れたり，小学校 4 年生のときにトラホーム（トラコーマ）にかかったりした。
その時は，父が近所の在日コリアンのおじいさんのキセルのヤニを細い枝につけ，目の表面
にある星のような白い部分を刺して治したという。その後，1958 年，母が 30 歳の頃，独身
のときに福助でミシン工をしていたことで，その腕を買われ，東湊にあるイズミ工業で車の





D さんは 19 歳のとき，見合いで在日コリアンの男性と結婚するが，まもなく離婚した。そ








1960 年生まれの 59 歳の男性。兵庫県尼崎出身。父が 7 歳の時に死亡し，母は病院で車椅
子生活。父の跡を継ぎ，4 人の兄弟それぞれが関西一円を冷蔵庫完備の小型トラック移動販
売車（韓国食料品／パンチャ屋）でまわっている。移動販売業は 30 年になり，A 町で商売
をするようになったきっかけは，大阪市生野区鶴橋のホルモンの移動販売車の男性から，兄
が A 町のことを聞いたことである。1 年くらい兄が A 町を担当した後，E さんが引き継ぎ，
26 年くらいになる。現在，A 町の在日コリアンは，300 ～ 400 世帯くらいではないかと思っ
ていて，そのうちの 80 ～ 100 世帯が顧客である（約 10％が日本人）。毎週買ってくれる客
もいれば，仕事で忙しいからということで，3 ヵ月に一度という客もいる。毎週，火曜日の
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1930 年生まれの 89 歳の女性。A 町で生まれた F さんは，19 歳のときに同町の男性と結婚
し 21 歳で長女が生まれるが，薬物依存の夫から逃れるために 22 歳のとき，叔母さんのいた
大阪市浪速区へ出て行ったという。1959 年，29 歳のときに歌舞伎座で切符売りをしていた
が，そこに出入りをしていた板前の男性と再婚してから，2 年後の 1961 年に次女が生まれ






1923 年生まれの 96 歳の女性。生まれる前年，1922 年 3 月 3 日に京都市の岡崎公会堂 28) で
全国水平社が結成されたのを機に，G さんの生家の玄関には全国水平社の看板が上がってい
たという。G さんは，貧乏生活の中でなんとか高等小学校 2 年 29) を修了する。その後，1939
年，G さんが 16 歳のとき（日中戦争の最中），夜間に南隣保館へ裁縫を習いに通っていたら，
先生の一人が病気で休むことになり，その代わりとして託児所へ助手という身分で手伝いに
来てほしいと言われたそうだ 30)。26 歳のときに，保母資格を取るために事前講習，40 日間 14
科目の講習，実習講習を受け，1954 年 8 月 31 日に資格証明書をもらったという。その間の
25 歳のときに，同じ A 町の男性と結婚し，1949 年，1950 年，1951 年と 3 人の子どもを産
んでいる。しかし，保母資格を取った同年の 11 月 6 日に泉尾鉄鋼（大正区）労働者であっ
た夫が事故死する。その後，G さんが，一人で子どもを育てながら頑張って働くうちに，保
育所は 3 歳児から 2 歳児を預かるようになり，それから 0 歳児を預かるまでに成長し，その
28) 1922 年，京都市左京区にあった岡崎公会堂に全国の被差別部落から約 3,000 人が集結し，全国水平








F さんと G さんの語りから















1946 年生まれの 72 歳の男性。堺市立泉寿苑老人福祉センター（2008 年 4 月より「堺老人
福祉センター」に改称）32) の所長である。堺市役所を定年退職して，その後，現職となる。市








32) 鉄筋コンクリート二階建ての建物。2001 年度の施設利用者数は校区内 60,838 人，1 日平均 207.6 人。
2002 年度は校区内 50,790 人，校区外 50,328 人，1 日平均 345.1 人。2003 年度は校区内 31,390 人，








1940 年生まれの 79 歳の男性。父は日雇い労働者である。小学校 3 年生のときに近隣から
A 町に転居する。当時の A 町は「劣悪な家で，路地や寺（浄土真宗）が多かった。下が水浸
しなので板を添えていた」という。22，3 歳のときに堺市に交渉して水道がついた。I さん
の周りの友だちはほとんど中学を卒業した人がおらず，I さん自身も新聞配達をし，その後，
コップを作るガラス工場［舳松人権歴史館 2006］で働いた。それから，テンヤ 33) やゴンパ

















る F さん，G さんと小学校 3 年生のときに近隣から A 町に転入してきた I さん，そして，堺
老人福祉センター所長であった H さんである。男性 2 名に関しては個別であったが，女性 2
名については H さんの調整でインタビューに応じてくれたという経緯があり，2 人同時に聞





き取りを行っている。F さんと G さんの語りの中でわかることは，気がついたときには朝鮮



















そのような経緯の中で，日本における部落解放運動は 1965 年 8 月に国の同和対策審議
会答申を経て，1969 年 7 月に制定された同和対策事業特別措置法として結実した。堺市は







界に焦点を当てると，在日コリアンの C さんは戦前，A 町に生まれた世代で，その差別さ
れる側の意識は明確であったが，結婚で転入した B さんの語りにはその意識は見られない。
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むしろ，在日コリアン同士の紐帯の希薄さ，あるいは反目が彼女自身の中で顕在化されてい
た。また，子どもの頃に A 町に転入してきた D さんは差別を経験し，同対法（同和対策事業
特別措置法）の施行による在日コリアンと日本人との格差に反感があるが，日本人男性との
間に息子をもうけ，周囲の日本人，在日コリアンとも仲良く暮らしている。
























しかし，筆者がインタビューした A 町の在日コリアン 2 世と民団との関係性は脆弱である。
さらに筆者が知り得る限りでは，A 町内における在日コリアンと日本人の通婚の事例がない
ことから，生活世界での共生は見られるが，両者のエスニシティの境界は越えてはいないと
考えられる。さらに結婚後に A 町を離れ，離婚後にまた親族のいる A 町に戻ってくるという


















トワークと生活世界の多声性に関する研究」（課題番号 19320137， 2007 ～ 2010 年度　研究
代表者：島村恭則）による成果の一部です。長年の調査にご協力いただきましたみなさまに
感謝申し上げます。
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